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〇ケアハウスゆうあい 

 

令和 6 年度ケアハウスゆうあいの事業運営状況について、下記の通りご報告いたします。 

 

総括 

令和 6 年度、ケアハウスゆうあいは、「コロナ禍から日常への転換」・「虐待及び身体拘

束防止の推進」・「入居者及びご家族に寄り添う看取りの実施」・「施設内感染予防の推

進」・「稼働率 95％の確保」を重点目標の柱として事業を進めました。後述の通り、それぞ

れ一定の成果を出せましたが、中でもこの数年課題としてきた稼働率は、入院日数の削減、

入退居者数の安定により大幅な回復を図ることができました。 

また、当施設の強みである職員の定着度は、今年度も職員間の良好な関係に支えられ、

退職者は１名、離職率は 3.5％に留まりました。さらに職員の自己研鑽の成果として、介

護福祉士試験、介護支援専門員試験に合格し、受験資格のある職員全てが有資格者となり

ました。これにより介護職に占める介護福祉士の割合も 87％に伸長しています。 

一方、課題としましては、開設から 15 年以上が経過し、建物の老朽化と設備・備品の

修繕頻度の増加が経費を大きく圧迫しています。すでに部品の製造が終了し新たに入れ替

えを検討すべき設備が出ていますので、将来を見据え、堅実に修繕計画を遂行していきた

いと考えております。 

 

 

１．令和 6 年度サービス利用状況について 

（１） 入居者状況：（参考：令和 7年 3月 31日現在 46人） 

 この数年伸び悩み傾向にあった稼働率は、入院者が急増した 9 月から 11 月を除く全月

で目標指数 95.0％を 1.3 ポイント、前年度を 2.2 ポイント上回り 96.3％を達成すること

ができました。 

  

【稼働率の推移】 
項目/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 平均 

延入居者

数 (人) 
1,332 1,409 1,346 1,382 1,356 1,282 1,300 1,309 1,406 1,385 1,254 1,386 ---- 

R6 稼働

率 (％) 
96.5 98.8 97.5 96.8 95.1 92.9 91.2 94.9 98.6 97.1 98.6 97.2 96.3 

R5 稼働 

率 (％) 
84.7 90.5 93.0 97.6 93.6 92.3 94.2 97.4 98.5 95.6 96.4 95.2 94.1 

前 年 比  

(％) 
11.8 8.3 4.5 -0.8 1.5 0.6 -3.0 -2.5 0.1 1.5 2.2 2.0 2.2 

 

平均年齢は、前年度横ばいの 92.1 歳でした。90 歳以上が入居者全体の 65％を占め、最

低年齢は 73歳、最高年齢は 106歳でした。 

 

【平均年齢】 
年齢区分（歳） 73－84 85－89 90－94 95－99 100－106 （平均）92.1 

人数（人） 3 16 13 18 4 （合計）54 

 

今年度の平均要介護度は、前年度横ばいの 1.6 でした。月別推移では、入居中の方の状

態変化による変更申請、入居者・退居者の入れ替わり等により 1.5 から 1.7 の間で 0.2 前

後の波が見られましたが、例年よりも退居者数が少なかったことから安定的に推移しまし

た。 
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【要介護度】 
要介護度 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 

人数（人） 12 6 9 9 6 9 3 54 

日数（日） 4,288 1,841 3,604 2,237 1,340 2,224 576 16,110 

割合（％） 26.6 11.4 22.4 13.9 8.3 13.8 3.6 100.0 

平均要介護度 --- --- --- --- --- --- --- 1.6 

 

【医療行為】 

 医療行為につきましては、日常の健康管理として血糖測定及びインスリン注射、バルン

カテーテル管理、褥瘡および創傷の処置等に対応しました。また、癌性疼痛の管理に関し

ては主治医や協力病院の緩和病棟と連携し、入居者の状態に応じた医療サービスの提供に

努めました。 

 

（２）退居者状況 

 退居者は 8 人でした。医師の協力を得ながら、半数にあたる 4 人の方をご家族とともに

看取りました。なお、転居者 1 人につきましては、特養友愛苑が受け入れ先となっていま

す。 

 

【退居者の推移】 
退居理由 / 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

死亡  2  1 1     2   6 

転居（法人内施設）   1          1 

転居（その他施設）              

病院       1      1 

合 計  2 1 1 1  1   2   8 

 

（３）入居者状況 

新規入居者は 11 人でした。入居前の居所は自宅と病院が最も多く、住所地は一人を除

き、当施設から徒歩圏内の住吉山手、住吉台、渦森台、鴨子ヶ原でした。なお、主な入居

理由としましては、「ひとり暮らしが不安」、「介護負担が大きい」、「医療依存度が高い」

ことによる「在宅生活の困難さ」が挙げられました。 

 

【新規入居者の推移】 
入居前の居所 / 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

自 宅 1  1      1 1  1 5 

他施設    1         1 

病  院 2 1    2       5 

合 計 3 1 1 1  2   1 1  1 11 

 

（４）待機者状況 

前年度末頃より 5 月にかけて退居者が相次ぎ、待機者のほとんどが入居に転じたことに

より、一時待機者が不在となる時期がありました。しかし、夏頃より徐々に空室状況や施

設見学の問い合わせが増え始めたことから、少ないながらも堅調に待機者を確保すること

ができました。 

 

（５）入院者状況 

入院者数は 33 人、入院日数は 343 日でした。入院が長期化しやすい転倒事故予防への

取り組みを強化した結果、入院日数において前年度から 43％削減することに成功しました。 

 

（６）事故報告・ヒヤリハット報告 

 ヒヤリハット及び事故の延べ報告件数は 503 件でした。うち入院を伴う重大事故は前年

度と同数の 3 件で、その全てが転倒による大腿部骨折でした。転倒事故については、ごく

軽微なものを含めると例年 50 件以上発生しており、発生時間帯は夜間、場所は居室内が

最多となっています。重大事故も同様の傾向が見られますので、引き続きヒヤリハット報
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告の集積と分析により再発予防に努めます。 

 

【ヒヤリハット及び事故件数】 
ヒヤリハット及び軽微事故 500件 

入院等を要した重大事故           3件 

合計 503件 

 

（７）職員の入退職状況 

今年度、退職者は 1 人、採用者は 2 人でした。前年度に特定技能介護職 1 人（ベトナ

ム）が退職したため、その補充として同じ特定技能介護職 1 人をネパールより迎えました。

また、今年度に退職した介護職 1 人につきましても補充を行いました。離職率は、令和 4

年度、令和 5年度に続き目標指数 5.0％を下回る 3.5％でした。 

 

【採用】 
職 種 勤務形態 資格 人数 

介護職 常勤 特 定 技 能 1 

介護職 常勤 介護福祉士 1 

合計（割合）  2（7.0％） 

 

【退職】 
職 種 勤務形態 資格 人数 

介護 常勤 介護福祉士 1 

合計（割合）  1（3.5％） 

 

 

２．令和 6年度事業計画の進捗状況について 

（１）令和 6 年度の重点取り組みについて 

令和 6 年度における、事業計画の成果は下記の通りです。 

 

・コロナ禍から日常への転換 

今年度、家族との面会や外出に関する時間的・場所的制約を緩和するとともに、遠足や

初詣等の外出行事を全面再開しました。また、コロナ対応の影響によるフレイル改善を目

指し、地域の整形外科クリニックと協働で生活機能訓練に取り組みました。これらの取り

組みにより、現在はコロナ禍前の水準にまでサービスの質を回復させることができていま

す。 

 

・虐待及び身体拘束防止の推進 

 高齢者虐待（疑い含む）及び身体拘束の報告は皆無でした。令和 6 年度介護報酬改定に

おいて、「高齢者虐待防止の推進及び身体的拘束等の適正化の推進」の一環として設けら

れた新基準に対応するため、指針・マニュアルの見直し、虐待防止検討委員会の精度向上

を進めました。また、虐待予防研修についても、近年事例を多く採り上げ、より職員の理

解が深まる内容に工夫を加えました。 

 

・入居者及びご家族に寄り添う看取りの実施 

 人生の最終段階において入居者が後悔しないケア実践を施設方針とし、今年度は、退居

者 8 人のうち 4 人の看取りを実施しました。 

 

・施設内感染予防の推進 

 依然、流行期には入居者、職員ともにコロナ感染が見られましたが、幸いにも大規模な

施設内感染は未然に防ぐことができました。また、コロナワクチンの接種希望者が減少す

る中、重症化例も認められませんでした。通勤・勤務時におけるマスクの着用や消毒の徹

底など、標準的な予防策を継続してきたことが成果に結びついたものと考えます。 
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・稼働率 95％の確保 

平均稼働率は、達成指標 95％を 1.3 ポイント上回る 96.3％でした。前述の通り、入院日

数を大幅に削減できたことの他、5 月以降の空床率を 3％以内に留めたことが要因として

挙げられます。売上の観点からも予算執行率、前年度比ともに 100％を達成しました。 

 

（２）行事・催し物について 

 季節行事につきましては、外出行事の全面再開もあり、概ね事業計画通りに進捗しまし

た。また、食事行事につきましても、好評の豚かつ、寿司、てんぷらの実演をはじめ、季

節のイベントメニューが充実し、入居者の多くから喜びの声をいただきました。さらに、

書道、絵手紙、裁縫、朗読、麻雀等のクラブ活動、外部事業者による美容、出張デパート、

集団体操等、様々なアクティビティを実施しました。 

 

 

３．苦情対応について 

日々様々な要望が聞かれる中、次の 1 件を苦情として早期改善に努め、対応が終了して

います。 

 
日時 申立者 苦情内容 対応 

令和 6年 11月 9 日 家族 
入居者の手首に原因不明の皮下出血が認め

られた事故に対する再発防止の要請 

介助方法の見直しについて家族まで説明 

以降、同様の事故は認められず解決済み 

 

 

４．会議・委員会等について 

 事業計画に基づき、全ての会議・委員会を適正に運営しました。 

 

 

５．防災・防犯計画について 

特養友愛苑と一体的に、火災や大規模災害を想定した避難訓練や福祉避難所の開設訓練、

防犯対策等に取り組みました。また、産業医による職場点検では、前年度の指摘事項が改

善されていることを確認しました。 

 

（１）火災避難訓練 

【火災避難訓練の実施状況】 
研修・訓練 実施日 

火災避難訓練（夜間想定） 令和 6年 7 月 19 日 

火災避難訓練（日中想定） 令和 7年 2 月 19 日 

 

（２）災害避難訓練 

【災害避難訓練の実施状況】 
研修・訓練 実施日 

災害訓練（台風・土砂災害想定） ※図上訓練 令和 6 年 6月 21日 

災害訓練（地震・土砂災害想定） ※図上訓練 令和 6年 10月 23 日 

福祉避難所開設訓練 令和 6年 12月 11 日 

 

（３）その他 

【その他の研修・訓練・点検の実施状況】 
研修・訓練 実施日 

防犯研修 令和 6年 9 月 26 日 

産業医職場巡回点検 令和 6年 11月 8 日 

非常食（備蓄食）訓練 令和 6年 11月 9 日 

 

６．資金計画 

別紙「令和 6年度決算書」の通りです。 
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ケアハウス 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

延定員 1,380 1,426 1,380 1,426 1,426 1,380 1,426 1,380 1,426 1,426 1,288 1,426 16,790 1,399

自立・未申請(実人数) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定介護利用 46 47 46 46 44 46 45 45 46 47 45 46 549 45.8

実入居者数 46 47 46 46 44 46 45 45 46 47 45 46 549 45.8

延入居者数 1,332 1,409 1,346 1,380 1,356 1,282 1,300 1,309 1,406 1,385 1,254 1,396 16,155 1,346.3

新入所 3 1 1 1 0 2 0 0 1 1 0 1 11 0.9

退所 0 2 1 1 1 0 1 0 0 2 0 0 8 0.7

入院外泊実人数 0 4 1 1 2 6 9 4 3 1 1 1 33 2.8

入院外泊延人数 0 9 3 19 32 67 117 41 20 9 6 10 333 27.8

平均入院外泊日数 0.0 2.3 3.0 19.0 16.0 11.2 13.0 10.3 6.7 9.0 6.0 10.0 106.3 11.5

空床日数 48 8 31 27 38 31 9 30 0 32 28 20 302 25.2

満床率 96.5% 99.4% 97.8% 98.1% 97.3% 97.8% 99.4% 97.8% 100.0% 97.8% 97.8% 98.6% 98.2% 98.2%

稼働率 96.5% 98.8% 97.5% 96.8% 95.1% 92.9% 91.2% 94.9% 98.6% 97.1% 97.4% 97.9% 96.2% 96.2%

平均入居者数 44.4 45.5 44.9 46.0 45.2 42.7 43.3 43.6 46.9 46.2 41.8 46.5 538.5 44.7

今年度事業収入 17,534,453 19,397,214 18,021,782 18,187,831 19,981,299 19,307,165 17,458,265 19,004,170 21,344,330 19,101,837 18,478,092 20,133,156 227,949,594 18,995,800

前年度事業収入 17,212,102 17,559,048 18,443,107 17,543,351 18,684,933 20,486,842 18,798,355 19,739,242 21,016,157 18,766,782 18,323,491 17,689,574 224,262,984 18,688,582

対前年比 101.9% 110.5% 97.7% 103.7% 106.9% 94.2% 92.9% 96.3% 101.6% 101.8% 100.8% 113.8% 101.6% 101.6%

予算 18,625,000 19,247,000 18,625,000 19,247,000 19,247,000 18,625,000 19,247,000 18,625,000 19,247,000 19,247,000 17,381,000 19,247,000 226,610,000 18,884,167

執行率 94.1% 100.8% 96.8% 94.5% 103.8% 103.7% 90.7% 102.0% 110.9% 99.2% 106.3% 104.6% 100.6% 100.6%

月1件平均収入 381,184 412,707 391,778 395,388 454,120 419,721 387,961 422,315 464,007 406,422 410,624 437,677 4,983,904 415,209

1人1日平均収入 13,164 13,767 13,389 13,180 14,735 15,060 13,429 14,518 15,181 13,792 14,735 14,422 169,373 14,110

特定（支１）延人数 390 403 390 384 372 342 335 330 352 367 302 321 4,288 357.3

特定（支２）延人数 113 147 162 124 124 138 155 180 186 158 168 186 1,841 153.4

特定（介１）延人数 319 341 300 325 341 328 272 266 310 302 252 248 3,604 300.3

特定（介２）延人数 120 124 180 155 155 161 215 210 217 217 224 259 2,237 186.4

特定（介３）延人数 180 177 120 124 124 103 93 90 93 93 84 59 1,340 111.7

特定（介４）延人数 180 186 163 206 186 180 186 180 186 186 168 217 2,224 185.3

特定（介５）延人数 30 31 30 62 54 30 44 53 62 62 56 62 576 48.0

計 1,332 1,409 1,345 1,380 1,356 1,282 1,300 1,309 1,406 1,385 1,254 1,352 16,110 1,342.5

平均介護度(延人数換算) 1.59 1.56 1.49 1.67 1.62 1.55 1.62 1.61 1.61 1.62 1.65 1.70 19.27 1.61

【資料】 

 

 


